
デュランの学校というのは、たいへん有名な演劇学校だったのですが、そこ
で学んでいた俳優のほとんどはマイムなどには興味を持ってくれず、いつの
まにか私たちのクラスには誰もいなくなっていました。ドゥクルーの実の息
子を別とすれば、私は、1944年から48年まで残ったただひとりの生徒だっ
たのです。もしドゥクルーという人に会っていなければ、私は、その気にな
ればマイムもできる俳優、という存在になっていたでしょう。いまのマルセ
ル・マルソーはきっといなかったと思います。
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